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研究成果の概要（和文）：本研究は，地方中核都市かつ旧城下町の旧町人地である熊本市中心市街地の古町地区
を対象に，実測と数値解析より夏季温熱環境を把握するとともに，環境工学の視点だけでなく歴史や建築計画の
視点も踏まえて現存する近世の町割と空間構成の影響を評価し，城下町を起源とする現代の地方中核都市におけ
る地域の気候特性とポテンシャルを活かす設計手法の開発を目指す．同時に解析結果を元に建築学科の学生用教
材を開発し，授業への導入することで得られた知見の還元を目指す．なお研究2年目に発生した熊本地震による
対象地の被害を踏まえ，行政による環境に配慮した建築設計指導の支援も考慮し，環境情報の整理手法の開発も
加えた．

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to acquire a fundamental understanding on 
the effective utilisation of the traditional land allotment for improving the summer thermal 
environment and easing urban heat island phenomena in the Furumachi district, and also find the way 
to adapt acquired clue to architectural education.
First, the site plans and spatial structure of the target district were reclassified from a thermal 
environment perspective. Next, the summer thermal environment of the target district was 
characterised by field measurements conducted in 2015 and 2017. Third, the distribution of surface 
temperatures and wind flow along two city blocks was analysed with numerical simulations; these 
blocks were chosen for detailed analyses because of their poor thermal environments. Forth, the way 
to marshal environmental elements was proposed. Lastly, based on the results obtained, counter 
measures for improvements in the living environment of the Furumachi district were proposed.

研究分野： Environmental Engineering, Architectural education

キーワード： 地方中核都市　城下町　町割　温熱環境　気流解析　行政支援　授業プログラム　環境要素スケール図
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１．研究開始当初の背景 
① 伝統的都市空間の熱環境解析の重要性 

② 得られる知見の還元手法の重要性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
① 研究開始当初の研究目的 

② 熊本地震に伴う研究目的の一部変更 

図１.熊本市古町地区の町割（過去・現在） 

(a)江戸時代後期の熊本 (b)現在の市街地と平面駐車場 

 



３．研究の方法 

 

 

 

① 平成 27年度 

② 平成 28年度 

③ 平成 29年度 

４．研究成果 
① 平成 27年度 
ⅰ）対象地内の空間形態の分類 

ⅱ）実測による対象地の夏季温熱環境の把握 

実測日 実測方法 実測項目 実測機器

気温
T型極細熱電対（線径0.08m m ）

白金測温抵抗体　プローブ型温湿度センサー
（1秒間隔で測定）

相対湿度
静電容量式　プローブ型温湿度センサー

（1秒間隔で測定）
位置情報 GPS（携帯端末）
風速 風速計
風向 自作機器

気温（相対湿度）
T型極細熱電対（線径0.08m m ）

白金測温抵抗体　プローブ型温湿度センサー
放射温度 放射温度計
風速 風速計（10秒間隔で測定）

気温
白金測温抵抗体　プローブ型温湿度センサー

（10秒間隔で測定）

相対湿度
静電容量式　プローブ型温湿度センサー

（10秒間隔で測定）
水平面全天日射量 日射計（10秒間隔で測定）

自転車実測

移動実測

代表点

2015/8/10
(10：00～10：30)
(12：00～12：30)
(14：00～14：30)
(16：00～16：30)
(19：00～19：30)
(21：00～21：30)

表１．実測調査の概要 



ⅲ）空間分類に基づく選定街区の分析 

② 平成 28年度 
ⅰ）数値解析による対象地の温熱環境の再現

と快適性指標による熱的特性の把握 

ⅱ）気流解析による対象地の空間構成を踏ま
えた温熱環境評価 
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図２．12時台の実測結果（気温分布・風速） 
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③ 町人地の区画内での
町割の連結
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空間（空き地・駐車場）の分類項目

図３．空間の分類方法に基づく温熱環境の分析 

風速2.1m/s

風速1.6m/s

MRT分布

SET* SET*（℃）気温（℃） M RT（℃）風速（m /s）相対湿度（％）

地点 c 32.3 35.5 37 0.8 40

地点 e 32.7 37.5 33.5 0.8 40

図４．選定街区の熱的特性の比較（c 地点と e 地点の比較） 



③ 平成 29年度 
ⅰ）熊本地震後の現状把握 

ⅱ）地震前後での夏季温熱環境の変化 

ⅲ）評価方法の変更に関する考察 

ⅳ）環境に配慮した古町地区の改善・復興案 
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図５．選定街区（一部）における気流分布（12 時） 
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図６．選定街区（一部）における空間形態と気流の関係 
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表２．対象地区の建物の被害状況（2017年8月）
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図７．地震後の古町地区の温熱環境（一例）
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